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令和３年５月号

西公民館だより
５月に入り、色濃くなった木々の緑や爽やかな薫風に乗って

泳ぐ鯉のぼりの光景に陽気の良さを実感しています。

この気持ち良さに、コロナで活動を休止中の団体も少しずつ

活動が再開され、公民館の活用も盛んになって参りました。

こうした中、コロナのワクチン接種が始まりましたが、まだ

まだ予断を許さぬ状況です。感染防止のためのマスクの着用を

はじめ手の消毒や館内での３密を避けるなど、感染防止への取

り組みは気を緩めることなく協力をお願い致します。
館 長 志 村 克 美

主 事 津田 はるみ

(皐月)

大掃除の参加をお願いします

西公民館を利用する皆様が気持ち良く使用出来るよ

うに大掃除を行いますので､利用者の皆様には作業へ

の参加をお願いします。

記

作業日時 令和３年５月２３日（日）(雨天実施)

午前９時～１１時頃まで

作業内容 館内の清掃及び建物周辺の環境整備です

（各団体からの参加をお願いします）

服 装 等 作業の出来る服装でお願いします

（剪定バサミ等の持参もお願いします）
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ちぎり絵の教室を開催

今年度、公民館の生涯学習事業として「ちぎり絵」の

作品づくり教室を実施することとなりました。

第１回目の教室は、下記のとおり開催いたしますので

参加くださいますようご案内い致します。

記

開催日時 令和３年６月３日と４日(２日間)

午後１時３０分～３時３０分

指 導 者 石 原 幸 子 先生

材 料 費 一人５００円

持 ち 物 ハサミ、鉄筆、ピンセット、ものさし、

細筆２本、クリップ４個、小皿２枚、

参加定員 定員１０名

２日間参加できる方を限定して、

５月１日より申込み順に受付をします

申込み先 主 事 津田はるみ

電 話

* 石原幸子先生の作品の見本です

今回は、菖蒲の作品を作ります
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西公民館の使用状況

前年度の西公民館利用につきましては、コロナウ

イルス感染防止のための休館措置をはじめ、入館時

に一定の制約を設けるなど、皆様に協力をお願いし

ながらの開館をして参りました。

このため、年間使用状況は下記に示すとおり、例年

と比較して極めて過小の使用状況となっています。

令和２年度西公民館年間使用状況
（令和２年４月１日～令和３年３月３１日）

項目 月 4月 5月 6月 7月 ８月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計

使用の日数 5 1 19 19 19 21 23 26 19 14 16 26 208

使用団体数 5 1 26 28 30 39 40 44 39 19 30 52 353

使用の人数 32 11 192 244 261 341 383 379 339 199 308 501 3,190

使 ホール 3 1 22 22 25 31 29 26 20 12 20 35 246

用

の 和 室 2 0 4 3 5 8 9 9 8 7 6 11 72

回

数 図書室 0 0 0 3 0 0 2 9 11 0 4 6 35

使 午 前 0 0 1 8 6 12 11 15 11 6 12 16 98

用

時 午 後 1 1 12 14 15 17 23 22 18 11 16 19 169

間

帯 夜 間 4 0 13 6 9 10 6 7 10 2 2 17 86

備 考 ４月２１日から５月６日までの１６日間を全館休館
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